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2) 石井寛治 ｢産業革命論｣ (石井寛治,海野福寿,中村政則 『近代日本経済史を学ぶ』上 有斐
閣,1983年)参照｡
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斐閣,1977年)｡
9) 中村隆英 『明治大正期の経済』 (東京大学出版会,1985年)190-191真参照｡第7章,第8章
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(表1) 工 業 分 類
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万,規模とは関係なしに,もともと男子の職場は金属 ･横嫉 ･化学 ･食品 ･雑
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(表6) 大阪市雑貨工業の労働力構成 (1911年) (単位:人)

















品 名 l職工 l徒弟 L家人 l計
履 物 382 237 662 li281
文 具 119 41 71 231
･箱 物 502 417 960 1,878
玩 具 162 50716 148 560
糸物.紐物 166 51 224
足 袋 80 292 628
その他Ⅱ 95 153 486 734











洋服 ･化粧品 ･紙製品 ･履物 ･足袋などで,構造的に徒弟を多く使う工業であ
る｡家人は新興中小工業 ･在来的中小工業のいずれも2千人以上を擁している
が,その中でも在来中小工業は労働者の約50%を家人が構成している｡家人の
比率が20%を越えたものは,指物 ･履物 ･メリヤス ･洋傘 ･化粧品 ･紙製品 ･






































































































































Ⅴ お あ り に
いままで,日本資本主義形成期に関する研究の一環として,産業革命期にお
ける大阪市の工業構造の分析を行ってきた｡大阪市の工業化におrいては従来産
業革命の担い手の紡績業と日露戦後の重工業の発展が強調されてきた｡しかし,
本稿によってこれらの近代大工業の他に,新興中小工業,在来中小工業が質的
には新技術,製法,新材料を導入しつつ,かつ量的な成長を成し遂げてきたこ
とが明らかにしえた｡この中小雑貨工業は基本的に徒弟制であり,家人,徒弟
の労働力の地位,役割が大きい.この徒弟,家人は新興中小工業,在来中小工
業の量的膨張めみでなく,雑貨輸出における日本製品の低賃金,低価格の形成
に重要な役割を果たしたのにより大きな意義がある｡つまり,この低賃金は他
国と日本との職工の賃金水準の比較から導かれたが,これのみでは低賃金の説
明としでは不十分である｡本稿でみたように,日本の低賃金構造は国際的,敬
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字的な比較においての低賃金のみならず,徒弟,家人のような雇用制度によっ
一方,大阪の工業化は大阪という地域を再編成したO従来は第一次大戦以降
と想定されていたが,本稿では大阪市は職業別人口構成比からみて,産業革命
を通じて商業都市から工業都市へ,具体的には在来的工業都市から近代工業都
市へとその性格が変化したと親定した｡このような変化は産業革命の中心産業
の紡績業の役割以外にも新興,在来の中小工業の拡大も大きな役目を演じた｡
特に新興,在来の中小工業は間鼻制工業であって,問屋が中小工業の成長へ果
した役割は大きい｡
要するに,日本の産業革命期を通じて,最も進んできた近代工業都市 ･大阪
では,雑貨工業が政府の政策的な支援なしに-自生的な成長を成しとげてきた｡
しかし,この中小零細の雑貨工業は,日本資本主義の形成期における政府の漬
極的な支援にilってこそ成長してきた大工業とは異なる独特な成長パターンで
あり,その成長の諸条件を究明することは,日本資本主義の全体像の把捉にと
って重要な課題だと思われる｡本稿は,このような問題を解決するための第一
歩として量的分析を試みたのである｡
